
［提出書類№14］

□【第１弾】申請分
□【第２弾】申請分

⇓ここに☑を
入れてください。

Ⅰ
協力金の交付対象期間の全てにおいて、「飲食店営業許
可」を受けている店舗である。

要請期間よりも前に開業して営業実態があり、期間
終了後も継続して営業していることが条件です。 □ □

Ⅱ 時短要請対象区域（伊予市内）の店舗である。 伊予市内に所在する店舗のみ対象です。 □ □

Ⅲ
通常営業時は21時以降も営業し、かつ、20時30分から翌
日11時までの間に酒類の提供を行っている店舗である。

通常営業時間及び酒類の提供時間が左記の範囲
内の場合は、対象となりません。 □ □

Ⅳ 屋内に常設の飲食スペースを設けている。 □ □

Ⅴ
協力金の交付対象期間中、すべての日において営業時間
短縮又は休業を実施した。

期間中に中断していないことが条件です。 □ □

1 交付申請書兼請求書
申請する店舗が複数ある場合、２店舗目からは申請
書別紙に記入し、添付してください。 □ □

2 誓約書 □ □

3 感染拡大防止のガイドライン遵守のチェックシート □ □

4 店舗名や屋号等が確認できる外景写真 □ □

5
屋内の常設の飲食スペースを設けていることが確認でき
る内景写真 □ □

6 通常営業時間が分かる写真等 □ □

7 営業時間短縮の告知が分かる写真等 □ □

8 営業活動を行っていることが分かる書類
直近の確定申告書の写し又は直近2か月間の経理
帳簿の写し、もしくは光熱水費の検針票の写しなど □ □

9 飲食店営業許可証（食品衛生法第52条）の写し □ □

10 酒類の提供を行っていることが分かる書類等
申請時点で使用しているメニュー表の写し又は直近
２か月の仕入れ伝票の写し □ □

11 本人確認書類

代表者の運転免許証又は健康保険証もしくはパス
ポート等の写し
※法人の場合は、登記簿謄本（登記事項証明書）の
写しでも可

□ □

12

協力金計算表及び１日当たりの売上高が確認できる書類
の写し
※ただし、1日当たりの売上高が83,333円以下の場合は、添付を省
略することができます。

・協力金計算表
・確定申告書の控え又は経理帳簿の写し □ □

13 協力金の振込先の帳簿等の写し
金融機関名、支店番号、支店名、口座種別、名義人
が確認できる部分の写し □ □

14 この提出書類等チェックシート □ □
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チェック項目 説明

申請対象であるか、添付書類があるかをチェックし、申請書類と一緒に提出してください。

（※入力不要）
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